
日本医史学雑誌　第 53巻 4号（2007）635

二
、
吉
村
昭
作
品
考　

医
学
史
関
係

酒　

井　

シ　

ヅ

順
天
堂
大
学

作
家　

吉
村
昭
氏
は
一
九
二
七
年
五
月
一
日
に
東
京
日
暮
里
に
生
れ
た
。
青
年
時
代
を
肺
結
核
で
療
養
生
活
を
送
り
、
肺
切
除
術
を

う
け
て
ま
さ
に
九
死
一
生
を
得
て
、
一
九
四
七
年
頃
よ
り
文
学
を
志
す
。
学
習
院
大
学
に
入
っ
て
文
芸
部
で
活
動
し
て
作
家
の
道
に
入

る
。
大
学
で
は
必
須
科
目
の
運
動
を
得
意
と
し
な
か
っ
た
こ
と
か
ら
卒
業
を
あ
き
ら
め
て
中
途
退
学
と
な
っ
た
。

以
下
に
示
す
よ
う
な
数
々
の
文
学
賞
を
受
賞
し
た
。

一
九
六
六
年
『
星
へ
の
旅
』
に
よ
り
第
二
回
太
宰
治
賞
、
一
九
七
三
年
『
深
海
の
使
者
』
も
よ
り
第
三
四
回
文
芸
春
秋
読
者
賞
、

一
九
七
三
年
『
戦
艦
武
蔵
』『
関
東
大
震
災
』
な
ど
に
対
し
て
第
二
十
回
菊
池
寛
賞
、
一
九
七
九
年
『
ふ
ぉ
ん
・
し
ー
ぼ
る
と
の

娘
』
に
よ
り
第
十
三
回
吉
川
英
治
文
学
賞
、
一
九
八
五
年
『
冷
た
い
夏
・
暑
い
夏
』
に
よ
り
第
二
六
回
毎
日
芸
術
賞
、『
破
獄
』

に
よ
り
第
三
六
回
読
売
文
学
賞
、
第
三
五
回
芸
術
選
奨
文
部
大
臣
賞
、
一
九
八
七
年
日
本
芸
術
院
賞　

一
九
九
四
年
『
天
狗
争
乱
』

に
よ
り
大
佛
次
郎
賞
な
ど
各
賞
を
受
賞
。
こ
の
間
、
芥
川
賞
候
補
に
四
回
（『
鉄
橋
』『
貝
殻
』『
透
明
人
間
』『
石
の
微
笑
』）
な
っ
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た
。
さ
ら
に
一
九
九
八
年
第
一
回
司
馬
遼
太
郎
賞
に
推
挙
さ
れ
た
が
辞
退
し
た
。
吉
村
氏
の
司
馬
歴
史
小
説
に
対
す
る
見
識
が
現

れ
た
と
い
え
る
。

一
九
九
七
年
日
本
芸
術
院
会
員
に
な
る
。
二
〇
〇
六
年
日
本
芸
術
院
第
二
部
長
に
在
任
中
に
発
病
し
て
辞
任
し
た
。

二
〇
〇
六
年
七
月
三
一
日
死
去　

七
九
歳

吉
村
氏
の
作
品
の
特
徴
は
徹
底
し
た
資
料
調
査
に
よ
る
記
録
歴
史
文
学
で
あ
る
。
き
わ
め
て
速
筆
で
あ
っ
た
こ
と
が
有
名
で
あ
っ
た
。

最
後
の
作
品
『
彰
義
隊
』
は
朝
日
新
聞
の
連
載
小
説
で
あ
っ
た
が
、
連
載
を
始
め
た
時
は
完
成
し
て
い
た
と
い
う
。
遺
著
と
な
っ
た
作

品
は
二
〇
〇
五
年
一
一
月
に
朝
日
新
聞
社
か
ら
出
版
さ
れ
た
。

主
な
医
学
関
係
の
作
品
に
次
の
も
の
が
あ
る
。

〔
短
編
・
中
編
小
説
〕

『
青
い
骨
』

死
体
（
一
九
五
二
年　

赤
絵
）　

白
い
虹
（
一
九
五
三
年　

環
礁
）　

青
い
骨
（
一
九
五
五
年　

文
学
者
）　

白
衣
（
一
九
五
六

年　

Ｚ
）
さ
よ
と
僕
た
ち
（
一
九
五
七
年　

Ｚ
）
墓
地
の
賑
わ
い
（
一
九
六
一
年　

文
学
者
）

『
透
明
人
間
』　

自
選
短
編
集　

一
九
九
〇
年　

学
芸
書
林

鉄
橋
（
一
九
五
八
年　

文
学
者
）　

少
女
架
刑
（
一
九
六
〇
年　

文
学
者
）　

透
明
人
間
（
一
九
六
一
年　

文
学
者
）　

石
の
微

笑　
（
一
九
六
二
年　

文
学
界
）　

煉
瓦
塀
（
一
九
六
四
年　

文
学
界
）

『
日
本
医
家
伝
』　

一
九
七
一
年　

講
談
社　
「
Ｃ
Ｒ
Ｅ
Ａ
Ｔ
Ａ
」
に
三
年
連
載

山
脇
東
洋　

前
野
良
沢　

伊
東
玄
朴　

土
生
玄
碩　

楠
本
い
ね　

中
川
五
郎
治　

笠
原
良
策　

松
本
良
順　

相
良
知
庵　

荻
野
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ぎ
ん　

高
木
兼
寛　

秦
佐
八
郎

『
星
へ
の
旅
』　

一
九
六
六
年
八
月　

展
望

『
吉
村
昭
自
選
短
編
集
』　

一
九
七
八
年　

読
売
新
聞
社

『
死
顔
』　

二
〇
〇
六
年
一
一
月　

新
潮
社
（『
新
潮
』
二
〇
〇
六
年
一
〇
月
号
）

〔
長
編
小
説
〕

『
神
々
の
沈
黙
』　

一
九
六
九
年　

朝
日
新
聞
社

『
細
菌
』　

一
九
七
〇
年　

講
談
社

『
冬
の
鷹
』
一
九
七
一
年　

毎
日
新
聞
社

『
北
天
の
星
』
上
・
下　

一
九
七
五
年　

講
談
社

『
ふ
ぉ
ん
・
し
ー
ぼ
る
と
の
娘
』
上
・
下　

一
九
七
八
年　

毎
日
新
聞
社

『
消
え
た
鼓
動
』　

一
九
七
一
年　

筑
摩
書
房

『
光
る
壁
画
』　

一
九
七
一
年　

新
潮
社

『
冷
た
い
夏
・
暑
い
夏
』　

一
九
七
四
年　

新
潮
社

『
長
英
逃
亡
』
上
・
下　

一
九
七
四
年　

毎
日
新
聞
社

『
白
い
航
跡
』
上
・
下　

一
九
九
一
年　

講
談
社

『
落
日
の
宴
』　

一
九
九
六
年　

講
談
社

『
長
英
逃
亡
』　

一
九
九
七
年　

毎
日
新
聞
社

『
大
黒
屋
光
太
夫
』
上
・
下　

二
〇
〇
三
年　

毎
日
新
聞
社

『
暁
の
旅
人
』　

二
〇
〇
五
年
四
月　

講
談
社
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〔
随
筆
〕

『
精
神
的
季
節
』　

一
九
七
二
年　

講
談
社

文
学　

医
学　

戦
争　

社
会　

家
庭

『
患
者
さ
ん
』　

一
九
七
四
年　

毎
日
新
聞
社

『
白
い
遠
景
』　

一
九
七
九
年　

講
談
社

戦
争
と
〈
私
〉　　

取
材
ノ
ー
ト　
　

社
会
と
〈
私
〉　　

小
説
と
〈
私
〉

『
蟹
の
縦
ば
い
』　

一
九
七
九
年　

毎
日
新
聞
社

土
龍
の
つ
ぶ
や
き　

蟹
の
縦
ば
い　

原
稿
用
紙
を
前
に　

味
あ
る
風
景　

遙
か
な
る
日
　々

亭
主
の
素
顔

『
冬
の
海
』　

一
九
八
〇
年　

筑
摩
書
房

中
川
五
郎
治
に
つ
い
て―

「
北
天
の
星
」

『
歴
史
の
影
絵
』　

一
九
八
一
年　

中
央
公
論
社

種
痘
伝
来
記　

洋
方
女
医
楠
本
イ
ネ
と
娘
高
子

『
遅
れ
た
時
計
』　

一
九
七
二
年　

毎
日
新
聞
社

遺
体
引
取
人

『
旅
行
鞄
の
な
か
』　

一
九
八
八
年　

毎
日
新
聞
社

『
わ
た
し
の
流
儀
』　

二
〇
〇
三
年　

新
潮
社

『
私
の
引
出
し
』　

一
九
九
七
年　

文
芸
春
秋

『
私
の
好
き
な
悪
い
癖
』　

二
〇
〇
一
年　

講
談
社

『
縁
起
の
い
い
客
』　

二
〇
〇
三
年　

文
藝
春
秋
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『
回
り
灯
籠
』　

二
〇
〇
六
年
一
二
月　

筑
摩
書
房

き
み
の
流
儀
・
ぼ
く
の
流
儀　

城
山
三
郎

等
が
あ
る
。

右
に
見
る
よ
う
に
、
吉
村
昭
氏
に
は
医
学
史
お
よ
び
医
学
に
関
連
し
た
作
品
が
多
い
。
医
学
史
の
関
係
作
品
は
、
昭
和
四
六
年
頃
か

ら
広
報
誌
「
ク
レ
ア
ー
タ
」
に
前
野
良
沢
、
杉
田
玄
白
ら
、
著
名
な
医
人
の
短
編
を
連
載
す
る
こ
と
か
ら
始
ま
っ
た
。
そ
の
と
き
資
料

調
査
に
医
史
学
研
究
室
の
小
川
鼎
三
教
授
を
訪
ね
た
。
そ
れ
を
き
っ
か
け
の
吉
村
氏
と
わ
れ
わ
れ
の
付
き
合
い
が
は
じ
ま
っ
た
の
で
あ

る
。
医
家
の
伝
記
を
十
数
人
連
載
し
た
あ
と
、
そ
れ
ら
を
『
日
本
医
家
伝
』
に
ま
と
め
て
、
昭
和
四
六
年
に
刊
行
さ
れ
た
。
そ
の
後
、

医
学
史
を
主
題
に
し
た
長
編
小
説
が
、
平
成
一
七
年
の
『
暁
の
旅
人
』
に
い
た
る
ま
で
に
何
編
も
出
版
さ
れ
た
。

そ
の
最
初
が
前
野
良
沢
を
克
明
に
描
い
た
『
冬
の
鷹
』（
昭
和
四
九
年
）
で
あ
る
。
こ
の
作
品
は
前
野
良
沢
ら
が
『
解
体
新
書
』
翻

訳
で
味
わ
っ
た
苦
労
を
描
い
た
作
品
で
あ
る
が
、
後
日
、
こ
の
時
オ
ラ
ン
ダ
語
を
学
び
、
タ
ー
ヘ
ル
ア
ナ
ト
ミ
ア
の
翻
訳
を
し
た
と

語
っ
て
い
た
。
そ
こ
に
徹
底
的
な
取
材
を
し
て
、
史
実
に
忠
実
な
作
品
を
書
く
作
家
の
姿
が
み
ら
れ
た
。

次
の
長
編
は
ロ
シ
ア
漂
流
民
、
中
川
五
郎
治
の
種
痘
法
伝
来
を
描
い
た
『
北
天
の
星
』（
昭
和
五
〇
年
）
で
あ
っ
た
。
漂
流
民
に
強

い
作
家
で
あ
っ
た
吉
村
氏
の
本
領
が
遺
憾
な
く
発
揮
さ
れ
た
作
品
で
あ
る
。
吉
村
氏
は
必
ず
現
地
を
訪
ね
て
い
る
。
そ
こ
の
地
形
を
み

て
、
風
を
感
じ
、
現
地
の
人
か
ら
思
い
が
け
な
い
話
を
聞
き
出
す
こ
と
で
執
筆
へ
の
意
欲
が
駆
り
立
て
ら
れ
る
よ
う
で
あ
っ
た
。

こ
れ
に
続
く
長
編
が
『
ふ
ぉ
ん
・
し
ー
ぼ
る
と
の
む
す
め
』（
昭
和
五
三
年
）
で
あ
る
。
む
す
め
、
い
ね
を
主
題
に
し
た
作
品
で
あ

る
。
こ
の
た
め
に
長
崎
、
岡
山
、
宇
和
島
な
ど
い
ね
の
跡
を
追
っ
て
現
地
取
材
し
て
い
る
。
そ
こ
で
さ
ま
ざ
ま
な
資
料
に
出
会
っ
た
。

吉
村
作
品
は
通
説
を
な
ぞ
る
こ
と
は
な
い
。
必
ず
、
あ
ら
た
な
知
見
が
加
わ
り
、
そ
う
か
と
、
う
な
ら
さ
れ
る
こ
と
が
多
い
。
こ
の
作

品
も
そ
の
一
つ
で
あ
っ
た
。
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吉
村
氏
は
と
き
ど
き
ユ
ニ
ー
ク
な
題
材
を
見
つ
け
出
し
た
作
家
で
も
あ
る
。
昭
和
五
六
年
の
作
品
『
光
る
壁
画
』
は
胃
カ
メ
ラ
の
開

発
を
描
い
た
作
品
で
あ
る
。

そ
の
後
、
幕
末
の
歴
史
小
説
の
大
作
が
続
い
た
が
、
昭
和
五
九
年
に
『
長
英
逃
亡
』
が
出
版
さ
れ
た
。
作
家
は
書
い
て
い
る
う
ち
に
、

作
品
の
主
人
公
の
な
り
き
っ
て
し
ま
う
と
よ
く
話
さ
れ
て
い
た
が
、
こ
の
作
品
を
書
い
て
い
る
こ
ろ
、
町
を
歩
い
て
い
て
、
追
わ
れ
て

い
る
気
持
ち
に
な
り
、
物
陰
に
隠
れ
た
な
ど
の
エ
ピ
ソ
ー
ド
を
聞
い
た
こ
と
が
あ
っ
た
。

平
成
に
入
る
と
、
高
木
兼
寛
の
生
涯
を
書
い
た
『
白
い
航
跡
』
が
出
た
。
慈
恵
医
大
の
創
立
者
高
木
兼
寛
に
つ
い
て
、
海
軍
と
脚
気

や
慈
恵
医
大
に
関
連
し
た
も
の
が
た
く
さ
ん
出
版
さ
れ
て
い
る
が
、
吉
村
氏
の
『
白
い
航
跡
』
は
修
業
時
代
か
ら
始
ま
る
。
薩
摩
藩
が

平
潟
で
の
戦
い
に
参
戦
し
た
記
録
を
現
地
で
確
か
め
、
郷
土
史
家
の
協
力
を
え
て
詳
細
に
描
き
上
げ
て
い
る
。

医
学
史
に
関
す
る
、
最
後
の
長
編
小
説
と
な
っ
た
の
が
『
暁
の
旅
人
』
で
あ
る
。
松
本
良
順
の
生
涯
を
書
い
た
作
品
で
あ
る
が
、
歴

史
小
説
は
か
く
書
く
も
の
か
と
感
心
し
、
論
文
を
書
く
の
と
同
じ
だ
と
思
っ
た
。
そ
れ
だ
け
に
こ
の
よ
う
な
緻
密
な
歴
史
小
説
を
、
高

齢
に
な
っ
て
も
書
き
続
け
た
こ
と
に
感
嘆
し
、
そ
れ
が
吉
村
氏
以
外
に
は
み
ら
れ
な
か
っ
た
こ
と
を
特
筆
し
た
い
。

吉
村
氏
の
作
品
に
は
、
歴
史
小
説
の
外
に
医
学
に
つ
い
て
の
ド
キ
ュ
メ
ン
ト
が
あ
る
。
最
初
が
昭
和
四
四
年
に
南
ア
フ
リ
カ
の
最
初

の
心
臓
移
植
を
書
い
た
『
神
々
の
沈
黙
』、
つ
づ
く
『
消
え
た
鼓
動
』、
ガ
ン
で
亡
く
な
っ
た
弟
に
つ
い
て
書
い
た
書
き
下
ろ
し
長
編
小

説
『
冷
た
い
夏
、
暑
い
夏
』（
昭
和
五
九
年
）
が
あ
る
。
死
が
テ
ー
マ
で
あ
っ
た
。
吉
村
氏
が
自
身
、
冷
徹
と
も
い
え
る
姿
勢
で
の
死

を
迎
え
ら
れ
た
。
若
い
と
き
肺
結
核
で
死
線
を
さ
ま
よ
っ
た
と
い
わ
れ
た
が
、
そ
れ
か
ら
ず
っ
と
死
を
見
つ
め
て
き
た
こ
と
が
反
映
し

た
と
い
え
る
。

吉
村
氏
は
し
ば
し
ば
司
馬
遼
太
郎
氏
と
比
較
さ
れ
る
。
司
馬
史
観
は
多
く
の
人
を
惹
き
つ
け
る
。
歴
史
を
現
代
流
に
読
み
解
い
て
い
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る
か
ら
だ
。
一
方
、
吉
村
氏
は
史
実
を
克
明
に
調
べ
て
、
そ
れ
を
も
と
に
構
築
し
た
歴
史
小
説
で
あ
る
。

わ
れ
わ
れ
の
研
究
室
は
、
吉
村
氏
も
司
馬
氏
か
ら
も
取
材
の
協
力
を
受
け
た
が
、
吉
村
氏
は
必
ず
自
ら
取
材
に
来
ら
れ
、
司
馬
氏
は

編
集
者
が
き
て
、
本
人
は
来
た
こ
と
は
な
か
っ
た
。
そ
の
こ
と
も
小
説
の
性
格
の
違
い
に
な
っ
て
い
る
の
だ
ろ
う
。


